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令和元年８月７日 

 

Fukushima Ambassadors Program（FAP）XⅣ 短期プログラム開催 

ふくしまを世界に発信する友好

ア ン バ

大使

サ ダ ー

をアメリカ・カナダ・英国・ドイツの協定大学から招聘 

 

今回１４回目の実施となる本事業では、福島大学の協定大学であるアメリ

カ・カナダ・英国・ドイツの４カ国６大学からの短期留学生１８名が、福島大

学に通う日本人学生約３０名とともに約２週間の短期集中型プログラムに参加

します。プログラム内容は、被災地を含む県内各地でフィールドワークを行い

ながら、有識者による講話や、地域住民との交流、そして多様なバックグラウ

ンドを持つ参加者同士のグループワーク等を行います。そしてそれらの活動を

通して、参加学生は、復興過程にある FUKUSHIMA の過去、現在、そして未来の

諸課題を多角的に捉え、世界に発信するスキルを育成します。 

 

○今回の特色 

今回は初めて、ノーザンブリア大学の学生が参加することとなりました。本

プログラムの目的は、留学生に対してフィールドワークを中心とした実践教育

及び本学の学生とのグループワーク・共同学習機会を提供することで、彼らが

福島の現状を客観的に理解し、それぞれの専攻を活かした視点から情報発信し、

また、将来的に本県の復興に資する共同研究を志すことです。 

   

○実施概要 

■実施期間：令和元年８月１９日（月） ～ ８月３１日（土） 

■招聘学生：アメリカ  サンフランシスコ州立大学          １名 

           セントトーマス大学         ４名 

      ドイツ  ハノーファー大学          ２名 

      英国   グラスゴー大学           ９名 

           ノーザンブリア大学         １名 

カナダ  マクマスター大学          １名 

 

                       

■学生ボランティア：約３０名（福島大学生） 

 

■行程：別紙日程案のとおり 

問い合わせ先：国際交流センター 

TEL 024-503-3067 








